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1
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

﹃
田
原
市
総
合
計
画
﹄
の
改
定
作
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　
「
総
合
計
画
」と
は
？

　
「
総
合
計
画
」は
、市
が
策
定
す
る
最
上

位
の
計
画
で
、「
将
来
都
市
像
」や「
都
市
構

造
」を
掲
げ
、「
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
」な
ど

を
示
す
も
の
で
す
。ま
た
、こ
れ
ら
の
方
針

に
基
づ
く
施
策
を
実
現
す
る
た
め
に
、具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
務
事
業
を
行
っ
て

い
く
か
を
定
め
た
、と
て
も
重
要
な
計
画

で
す
。

　

な
ぜ
改
定
が
必
要
な
の
？

　

平
成
18
年
度
に「
第
１
次
田
原
市
総
合

計
画
」を
策
定
し
て
約
４
年
半
が
経
過
し

ま
し
た
。そ
の
間
、世
界
的
な
景
気
低
迷
や

急
激
な
円
高
の
進
行
、政
権
交
代
に
伴
う

国
政
の
大
幅
な
方
向
転
換
、東
日
本
大
震

災
の
発
生
な
ど
、地
方
自
治
体
を
取
り
巻

く
環
境
は
劇
的
に
変
化
し
ま
し
た
。

　

田
原
市
で
は
、こ
う
し
た
社
会
経
済
状

況
の
変
化
を
踏
ま
え
、今
後
さ
ら
に
厳
し

さ
を
増
す
と
予
想
さ
れ
る
財
政
状
況
な
ど

を
考
慮
し
て
、現
状
と
見
通
し
に
則
し
た

計
画
の
改
定
が
必
要
と
判
断
し
ま
し
た
。

第１次田原市総合計画

平成 15 年８月
に田原町と赤
羽 根 町 が、 平
成 17 年 10 月
に田原市と渥
美町が合併し、
渥美半島のほ
ぼ全域が一つ
の市となった
こ と を 受 け、
平成 18 年度に策定しました。

うるおいと活力のあるガーデンシ
ティを将来都市像とした「基本

構想（2030 年ごろ目標）」と、その
実現に向けて取り組む施策を定めた

「基本計画（平成 19 ～ 28 年度）」で
構成しています。また、計画策定にあ
たっては、「まちづくり市民懇談会」「行
政懇談会」「まちづくり市民提案」な
どを通じ、広く市民の皆さんの意見を
取り入れました。

田
原
市
で
は
、
平
成
23
年
度
～
24
年
度
の
２
か
年
で
、﹃
第
１
次
田
原
市
総
合
計
画
﹄
の

改
定
を
行
い
ま
す
。
今
回
は
、「
総
合
計
画
」
と
は
ど
ん
な
計
画
か
、
ま
た
、
今
な
ぜ
改

定
が
必
要
か
と
い
う
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦田原市の歳入決算規模の推移

▲H18 に比べ H22 は約２割減。今後も合併市町村
への交付金が減るなど厳しい財政運営の見通し。
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特別会計
190.0

一般会計
344.1

150.8

137.0

349.6

291.5

▲大きな方針がないと、分野ごとの計画や
施策がバラバラの方向に進んでしまう。

▲大きな方針に従って、分野ごとの計画や施
策が同じ方向に進むことができる。

▪総合計画で示すまちづくりのイメージ図

総合計画 方針なし

福祉

産業 教育

都市福祉

産業 教育

都市

計 534.1

計 500.4

計 428.5
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市
民
生
活
と
の
関
連
は
？

　
「
総
合
計
画
」は
、行
政
運
営
の
指
針
と

な
る
だ
け
で
な
く
、例
え
ば
、「
地
域
医
療

や
福
祉
の
充
実
を
ど
う
図
る
か
」「
道
路
整

備
を
ど
う
進
め
る
か
」な
ど
、市
民
生
活
に

直
結
す
る
重
要
な
こ
と
も
、そ
の
方
向
性

を
示
し
て
お
り
、「
市
民
ひ
と
り
一
人
の
た

め
の
計
画
」と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、今
の
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な

っ
た
と
き
、ど
ん
な
田
原
市
で
あ
っ
て
ほ

し
い
か
を
定
め
る
、「
子
ど
も
た
ち
の
た
め

の
計
画
」で
も
あ
り
ま
す
。

　

何
が
変
わ
る
の
？

　

こ
れ
ま
で
の
計
画
で
は
、経
済
が
右
肩

上
が
り
で
発
展
し
、人
口
も
緩
や
か
に
増

加
す
る
こ
と
な
ど
を
前
提
と
し
て
い
ま
し

た
。し
か
し
、今
後
は
限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
、何
に
重
点
を
置
い
て
事
業
を
進
め
る

か
と
い
う「
選
択
と
集
中
」の
観
点
か
ら
、

「
必
要
性
・
緊
急
性
」の
高
い
施
策
を
実
施

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い「
市
民
参
加
・
市
民
協

働
」の
推
進
に
向
け
、行
政
と
市
民
の
役
割

分
担
を
、よ
り
明
確
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

　

計
画
の
改
定
は
、前
回
同
様
に
、市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら

協
働
で
進
め
て
い
き
ま
す
。す
で
に
実
施

し
た「
市
民
意
識
調
査
」を
は
じ
め
、「
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」な
ど
を
通
じ
て
、皆
さ

ん
の
声
を
伺
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、各
種
団
体
や
個
人
の
方
に
委
員

と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
く「
ま
ち
づ
く

り
市
民
会
議
」で
意
見
交
換
を
行
い
、そ
こ

で
の
検
討
内
容
も
、可
能
な
限
り
計
画
に

反
映
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

今
年
度
は
、将
来
人
口
や
財
政
計
画
な

ど
各
種
指
標
の
整
理
を
行
い
、基
本
構
想

の
素
案
を
作
成
し
ま
す
。来
年
度
は
基
本

計
画
を
作
成
し
、平
成
24
年
度
末
の
計
画

改
定
を
目
指
し
ま
す
。

　

10
月
に
公
募
を
行
っ
た「
ま
ち
づ
く
り

市
民
会
議
」は
、12
月
に
第
１
回
目
の
会
議

を
行
い
、来
年
度
に
か
け
て
10
回
程
度
の

開
催
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
９
月
ご
ろ
に
は
、「
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
」で
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
意
見
を
募
集
す
る
ほ
か
、シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
開
催
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、総
合
計
画
改
定
の
経
過
や
告
知

な
ど
に
つ
い
て
は
、田
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
た
は
ら
で
随
時
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

総合計画に関する
ご意見・お問い合わせ
お気軽にお寄せください

▼政策推進課
☎２３局３５０７
　 seisaku@city.tahara.aichi.jp
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/

（トップ→田原市案内→総合計画）
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合
併
や
地
域
経
済
、環
境
施
策
へ
の
貢
献
な

ど
、多
大
な
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

白
井
氏
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、「
自
然
や
歴

史
を
継
承
し
、ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
な
ど
新
た
な

都
市
像
の
実
現
や
、こ
の
地
域
の
発
展
に
夢

を
託
し
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

▼
広
報
秘
書
課
☎
22
局
０
１
３
８

10
月
５
日（
水
）、市
役
所
講
堂
に
お

い
て「
田
原
市
名
誉
市
民
称
号
贈

呈
式
」を
開
催
し
、初
の
名
誉
市
民
に
選
ば

れ
た
白
井
孝
市
氏
へ
、名
誉
市
民
証
と
メ
ダ

ル
を
授
与
し
ま
し
た
。式
に
は
、議
会
や
地

域
の
代
表
、行
政
関
係
者
、白
井
氏
に
ゆ
か

り
の
あ
る
方
な
ど
約
１
２
０
名
が
出
席
し
、

2
白
井
孝
市
前
市
長
へ

田
原
市
名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
呈

◦鈴木市長のあいさつを傾聴する白井孝市氏（壇上右から２人目）

【名誉市民】
市政の発展に多大な貢献をされるなど、功績が他に類を見ないほど際
立ち、尊敬を受けている方に対し、その栄誉をたたえ贈呈する称号

田原市ホームページに掲載

有料バナー広告を募集します
募集枠数　　８枠
掲載位置　　田原市ホームページ：トップページ
　　　　　　（下段および右側／右側は１枠にランダム表示）
掲載規格　　GIF または JPEG形式の静止画／縦 60 ピクセル
×横 170 ピクセル／容量 10KB以下／カラー

掲載料　　　月額１０，０００円（１か月単位で最大 12か月連続可）
参考情報　　月間アクセス数（トップページ）：約２０，０００件
募集期間　　随時（空き枠があれば継続募集）
応募方法　　広報秘書課にある「田原市ホームページ広告掲載申
込書」に必要書類を添えて直接または郵送にて／申込書はホー
ムページからダウンロード可／直接持参の場合は執務時間内

その他　　　詳細は「田原市広告取扱要綱」「田原市広告掲載
基準」「田原市ホームページ広告掲載
要領」「田原市ホームページ広告募集
要項」をご覧ください／要綱などは広報
秘書課で配布のほか、市ホームページ
からダウンロード可

選考方法　　田原市広告審査委員会の
審査および要領の規定に基づき決定

▶広報秘書課
　〒 441-3492（住所不要）
　☎ 22 局０１３８
　　 koho@city.tahara.aichi.jp　

3
津
波
避
難
対
策

臨
海
企
業
の
取
り
組
み
事
例

三
河
湾
に
面
す
る
臨
海
工
業
地
域
は
、

巨
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
津
波

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。約
８
０
０
０
人
の
社

員
が
働
く
自
動
車
企
業
で
は
、工
場
か
ら
笠

山
ま
で
の
４
㎞
を
徒
歩
で
避
難
す
る
津
波
避

難
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。市
で
は
、こ
う
し

た
取
り
組
み
の
支
援
も
進
め
て
い
ま
す
。

◦
訓
練
日
時　

11
月
11
日︵
金
︶①
午
前
９
時

40
分
～
10
時
40
分
／
②
午
後
７
時
25
分
～

８
時
25
分

◦
当
日
は「
緑
が
浜
三
号
」「
光
崎
」「
六
条
橋

横
」交
差
点
な
ど
で
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま

す
。ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

８枠

１つずつ
ランダム表示
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守るのは
気づいたあなたの
その勇気
１１月は児童虐待防止推進月間

子どもの虐待は増加しています
◦全国の児童虐待の相談対応件数は、４万４２１０件（Ｈ２１年度・児童相談所）。２０年前と比べると、実に
４０倍となっています。児童虐待が社会的な関心を集め、相談・通告する人が増えていることに加え、児童虐
待そのものが増加していることが考えられます。

◦田原市における、昨年度の児童相談（児童全般の相談）件数は２０３件。そのうち、児童虐待に関する新規の相談・
通告は４件で、身近な問題として考えなければいけません。

子育ては家族や社会全体の問題
◦統計では、虐待者の６割以上が実の母親です。子育てに
深くかかわり、責任や負担を一人で背負っていることの
表れともいえます。

◦児童虐待の背景には、「家族の非協力・無理解」「病気」「経
済的問題」など、何らかの要因が考えられます。子育て
を母親だけの役割にせず、家族全体・社会全体の問題と
して捉える必要があります。

みんなで見守りましょう
◦子育てに不安や負担を感じたら、周りの人や相談機関に
相談しましょう。市でも窓口を設けています。

◦育児に悩む親の相談相手になったり、孤立を防ぐよう声
かけをしたりしましょう。身近な人のさりげない関わり
は、何より心強く感じるものです。

家庭相談 児童や家庭全般に関する相談
▶子育て支援課☎２３局３５１３
▶あつみライフランド☎３３局０３８６

育児相談 主に乳幼児の発達段階に応じた相談
▶市役所健康課☎２３局３５１５
▶あつみライフランド健康課☎３３局０３８６

子どもの心の健康相談 発達段階に応じた相談（心理相談員・要予約）
▶市役所健康課☎２３局３５１５
▶あつみライフランド健康課☎３３局０３８６

民生・児童委員 居住地の担当委員はお問い合わせください
▶福祉課援護グループ☎２３局３５１２
▶田原市社会福祉協議会☎２３局０６１０

子どもの心や身体を傷つけ、生涯にわたって深刻な
影響を及ぼす児童虐待。全国一斉の「児童虐待防止
月間」を機会に、この問題について考えてみましょう。

相談・通告 ▶子育て支援課☎２３局３５１３　　▶夜間休日☎２２局１１１１（代表）

相談・通告 ▶東三河児童・障害者相談センター ☎（０５３２）５４局６４６５

緊急通報 ▶田原警察署（生活安全課）☎２３局０１１０（代表）

▪子育てに関する相談窓口　※お気軽にご相談ください。

▪虐待に関する連絡先　※個人情報などの秘密は厳守されます。

身体的
38.3%

ネグレクト
37.2%

心理的
21.3%

性的 3.2%

虐待の種類 虐待者の続柄

実母
60.5%

実父
24.9%

実父以外の
父親 6.6%

実母以外の母親 1.5% その他 3.3%

身体的虐待❖殴る、蹴る、激しく揺さぶる、やけどを負わす、
戸外に締め出す、など

心理的虐待❖言葉でおどす、無視する、差別する、家庭内暴
力を見せる、など

性的虐待❖性交・性的行為を強要する、性交を見せる、など

ネグレクト❖家や車内に閉じ込める、食事を与えない、ひど
く不潔なままにする、など
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い
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
東
日
本
大
震
災
。
水
道
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
被
害
を
受
け
、
私
た
ち
が
普
段
、
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
水
の
尊

さ
が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
上
旬
の
台
風
12
号
に
よ
っ
て
、
奇
異
半
島
な
ど
で
河
川
の
氾

濫
な
ど
が
発
生
し
、
水
の
恐
ろ
し
さ
も
知
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
田
原
市
の
「
水
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

い
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
東
日
本
大
震
災
。
水
道
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
被
害
を
受
け
、
私
た
ち
が
普
段
、
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
水
の
尊

さ
が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
上
旬
の
台
風
12
号
に
よ
っ
て
、
紀
伊
半
島
な
ど
で
河
川
の
氾

濫
な
ど
が
発
生
し
、
水
の
恐
ろ
し
さ
も
知
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
田
原
市
の
「
水
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

田
原
市
は
半
島
と
い
う
地
形
か
ら
、

降
っ
た
雨
は
す
ぐ
に
海
に
流
れ
出
し
て
し

ま
う
た
め
「
水
」
の
自
給
率
は
ご
く
わ
ず

か
。
古
来
か
ら
慢
性
的
な
水
不
足
に
悩
ま

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
救
っ
た
の
が
豊
川
用
水
で
す
。

昭
和
43
年
に
全
面
通
水
し
て
か
ら
は
、
渥

美
半
島
の
農
業
は
飛
躍
的
に
発
展
し
て
き

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
森
林
が
「
緑
の
ダ
ム
」
と
呼

ば
れ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。
森
林
に

　

豊と
よ
が
わ川
の
上
流
域
、
山
々
と
豊
か
な
水
源

に
囲
ま
れ
た
自
然
あ
ふ
れ
る
設
楽
町
。
田

原
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
同
町
に
、
設
楽

ダ
ム
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

設
楽
ダ
ム
は
、
新
規
利
水
、
洪
水
調
整

な
ど
が
主
な
役
割
で
す
。「
新
規
利
水
」

で
は
、
小
学
校
の
25
ｍ
プ
ー
ル
を
約
10
分

で
一
杯
に
す
る
量
の
水
道
用
水
や
農
業
用

水
が
新
た
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。「
洪
水
調
整
」
で
は
、
ダ
ム
に
水
を

貯
め
、
大
量
の
雨
水
が
一
度
に
豊
川
に
流

れ
出
な
く
な
る
た
め
、
堤
防
の
決
壊
な
ど

の
被
害
が
防
止
さ
れ
ま
す
。
１
５
０
年
に

降
っ
た
雨
や
雪
な
ど
は
、
す
ぐ
に
は
川
に

流
れ
出
ま
せ
ん
。
土
壌
生
物
の
働
き
で
ス

ポ
ン
ジ
状
に
な
っ
た
土
壌
に
、
た
っ
ぷ
り

と
吸
収
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
ゆ
っ
く
り

と
流
れ
出
る
こ
と
で
洪
水
や
渇
水
が
緩
和

さ
れ
、
ダ
ム
の
よ
う
な
働
き
を
し
ま
す
。

　

こ
の
機
能
と
、
土
壌
に
浸
透
し
た
水
を

ろ
過
し
て
き
れ
い
に
す
る
働
き
を
合
わ
せ

て
「
水
源
か
ん
養
機
能
」
と
い
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
森
林
が
健
全
な
状
態
で
な
け

れ
ば
こ
の
機
能
は
発
揮
さ
れ
ま
せ
ん
。
奥

三
河
の
森
林
も
、
上
流
域
の
方
々
が
間
伐

な
ど
の
大
変
な
作
業
を
行
い
大
切
に
育
て

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
下
流
域
の
私
た
ち
に

き
れ
い
な
水
が
届
い
て
い
ま
す
。

一
度
の
規
模
の
大
洪
水
が
発
生
し
た
場

合
、
基
準
地
点
で
は
水
位
を
約
１
ｍ
下
げ

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
ダ
ム
建
設
に
伴
っ
て
、
設
楽
町

内
の
１
２
４
世
帯
が
水
没
な
ど
に
よ
り
移

転
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。

◦
設
楽
ダ
ム
を
知
る
ツ
ア
ー

　

田
原
市
で
は
、
９
月
23
日
（
金
・
祝
）、

設
楽
ダ
ム
建
設
予
定
な
ど
を
訪
れ
る
「
設

楽
ダ
ム
ツ
ア
ー
」
を
開
催
。
市
民
19
名
が

ダ
ム
建
設
に
伴
う
水
没
予
定
地
な
ど
を
見

学
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
こ
の

景
色
が
水
に
沈
む
こ
と
を
考
え
る
と
胸
が

痛
む
」
と
感
想
が
あ
が
る
な
ど
、
上
流
域

住
民
の
苦
労
を
知
り
、
相
互
理
解
を
深
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

　

農
業
や
工
業
を
は
じ
め
、
田
原
市
民
の

生
活
を
支
え
て
い
る
潤
沢
な
「
水
」
は
、

水
源
地
域
の

理
解
や
協
力

に
よ
っ
て
届

け
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
、

私
た
ち
は
忘

れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

▼
政
策
推
進
課
☎
23
局
３
５
０
７

私
た
ち
と
水
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私
た
ち
が
生
活
な
ど
で
使
っ
た
水
は
海
へ

と
流
れ
、
蒸
発
し
て
雲
と
な
り
、
雨
と
な
っ

て
地
上
に
降
り
注
ぎ
、
川
を
流
れ
て
、
再

び
私
た
ち
の
も
と
へ
。
水
は
こ
う
し
て
循
環

し
て
い
ま
す
。

　

貴
重
な
資
源
だ
か
ら
こ
そ
大
切
に
使
い
、

き
れ
い
な
状
態
で
循
環
の
「
輪
」
に
返
さ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

田
原
市
で
は
、
主
に
公
共
下
水
道
と
農

業
集
落
排
水
に
よ
っ
て
生
活
排
水
な
ど
を

処
理
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
市
の
大
部

分
の
地
域
で
接
続
可
能
と
な
っ
て
い
る
下
水

道
の
し
く
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
下
水
道
課
☎
23
局
３
５
２
５

　

い
ま
や
容
易
に
手
に
入
る
と
錯
覚
し
て

し
ま
い
そ
う
な
「
水
」。
私
た
ち
の
手
に

届
く
ま
で
に
は
、
豊
川
用
水
通
水
へ
の
先

人
の
努
力
や
、
水
源
林
の
保
全
を
は
じ
め

と
す
る
上
流
域
の
方
々
の
苦
労
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
背
景
が
あ
り
ま
す
。

　

今
こ
こ
に
水
が
あ
る
こ
と
の
尊
さ
を
感

じ
な
が
ら
大
切
に
使
い
、
そ
し
て
、
き
れ

い
な
状
態
で
海
に
返
し
ま
し
ょ
う
。

下
水
道
に
異
物
を
流
さ
な
い
で

　

下
水
道
施
設
へ
異
物
が
流
入
す
る

と
、
故
障
の
原
因
に
な
り
、
適
切
な

汚
水
処
理
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
水
洗
便
器
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以

外
の
紙
（
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
乳
幼
児
用
お

し
り
ふ
き
な
ど
）
を
流
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

◦
排
水
管
が
詰
ま
る
原
因
に
な
り
ま
す

の
で
、
野
菜
く
ず
や
ご
飯
の
残
り
、

天
ぷ
ら
油
な
ど
を
流
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

◦
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
揮
発
性
の
高

い
危
険
物
は
、
下
水
道
管
の
中
で
爆

発
を
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。
絶

対
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

家庭で使った水は、下水道管に流れ込み、下水
処理場へ送られます。下水道は汚水を貯めずに
流せるため、街に汚水が
直接流れず衛生的です。

流入ポンプ棟 最初沈殿池 最終沈殿池
塩素混和池
揚水ポンプ棟反応槽

下水処理場に集まった水は、いろいろな処理をされ、きれいになって川や海に戻されます。処理は①沈め
る②微生物が食べる③消毒するが主なものです。水から取り除かれた汚泥は、肥料や燃料、レンガ・タイ
ルの原料などにリサイクルされます。

下水道のしくみ
汚水管

雨水管

流
入
水

処理水

流入水 反応槽 最終沈殿池

汚泥 汚泥

生汚泥

処理水

微生物が汚れを
食べたり、くっつ
けたりします。

微生物は汚れと
ともに沈みます。

汚泥処理施設へ

│ 7 │　　　　　　　　　　平成23 年11月1日
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ス
ポ
ー
ツ
ギ
ネ
ス
大
会
が
田
原
市
総
合
体
育
館

な
ど
で
開
催
さ
れ
、延
べ
約
４
５
０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
で
も
簡
単
に
で

き
る「
シ
ャ
ト
ル
投
げ
」な
ど
、ユ
ニ
ー
ク
な
競
技
に
挑

戦
す
る
こ
の
イ
ベン
ト
。参
加
者
は
記
録
の
更
新
を
目

指
し
て
、楽
し
く
汗
を
流
し
ま
し
た
。

狙
う
ぞ
！

田
原
ギ
ネ
ス
記
録
！

10
月
９
日［
日
］

　

田
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
㈶
全
国
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
平
成
23
年
度﹃
活
動
賞
﹄仲
間
づ
く
り

活
動
部
門
を
受
賞
さ
れ
、鈴
木
眞
一
郎
会
長（
加
治

町
）が
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。今
回
の
受
賞
は
、田

原
市
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
高
い
加
入
率
な
ど
が
評
価
さ
れ

た
も
の
で
す
。（
加
入
率
＝
田
原
市
77
％
、全
国
22
％
）

高
い
組
織
力
で

見
事
受
賞
！

10
月
12
日［
水
］

▲ウレタン製の円盤を輪の中に通す「ディスゲッターフープ」に挑戦する子ども

▲「会員をもっと増やし、生き生きと活動したい」と抱負を話した鈴木会長（左）

　

蔵
王
山
展
望
ま
つ
り
が
蔵
王
山
展
望
台
周
辺
で

開
催
さ
れ
、約
７
０
０
０
名
が
訪
れ
ま
し
た
。特
設

ス
テ
ー
ジ
で
大
道
芸
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、

ふ
も
と
の
権
現
の
森
か
ら
山
頂
を
目
指
す
ハ
イ
キ

ン
グ
大
会
な
ど
が
催
さ
れ
、参
加
者
は
、思
い
思
い

に
秋
晴
れ
の
一
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。

深
ま
る
秋
を

蔵
王
山
で
満
喫

10
月
９
日［
日
］

▲芝生広場では、訪れた人々に抹茶が振舞われました

平成23 年11月1日 　  　　　　　　　　│ 8 │
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渥
美
半
島
ぐ
る
輪り
ん

サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
開
催
さ

れ
、市
内
外
か
ら
約
１
８
０
０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。愛
知
県
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
の
主
催
で
行
わ

れ
た
同
イ
ベ
ン
ト
は
今
年
で
７
回
目
。参
加
者
は
、

秋
色
に
染
ま
り
始
め
た
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、

渥
美
半
島
を
自
転
車
で
軽
快
に
走
り
ま
し
た
。

秋
の
渥
美
半
島
を

駆
け
抜
け
る

10
月
16
日［
日
］

▲風光明媚な景色を眺めながらのサイクリング。とても気持ちよさそうですね！

　

田
原
市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
赤
羽
根

文
化
広
場
で
開
催
さ
れ
、市
内
10
分
団
か
ら
団
員

１
１
７
名
が
出
場
し
ま
し
た
。成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。※
敬
称
略　
︻
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
︼優

勝
：
福
江
分
団
１
号
車（
大
谷
周
平
、井
上
知
則
、

杉
浦
通
仁
、内
藤
好
英
、田
中
豪
）　

準
優
勝
：
野

田
分
団
１
号
車　

３
位
：
童
浦
分
団
２
号
車

︻
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
︼優
勝
：
野
田
分
団
２
号

車（
加
藤
将
也
、河
邉
孝
昌
、畠
康
記
、渥
美
秀
仁
）

準
優
勝
：
赤
羽
根
分
団
２
号
車　

３
位
：
赤
羽
根

分
団
３
号
車

迅
速
・
確
実
！

気
迫
あ
ふ
れ
る
操
法

10
月
16
日［
日
］

▲機敏な動作で競技に挑む消防団員たち（福江分団１号車）
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新
し
い
人
権
擁
護
委
員
に
、
嘉か
よ
う陽
和
子

さ
ん
（
六
連
町
）
と
小
林
一
弘
さ
ん
（
片

浜
町
）
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
23
年
10
月
１
日
か
ら
平

成
26
年
９
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

▼
福
祉
課

☎
23
局
３
５
１
２　

23
局
３
５
４
５

▼
募
集
人
員
＝
１
名　

▼
採
用
期
間
＝
12

月
１
日
～
平
成
24
年
３
月
31
日　

▼
勤
務

場
所
＝
田
原
市
役
所　

▼
勤
務
内
容
＝
観

光
デ
ー
タ
な
ど
の
整
理　

▼
勤
務
形
態
＝

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分　

▼
賃
金
＝
時
給

８
３
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
詳
細

は
後
日
通
知
）　

▼
申
し
込
み
＝
11
月
18

日
（
金
）
ま
で
に
商
工
観
光
課
に
あ
る
履

歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出
／

郵
送
の
場
合
は
締
切
日
必
着

▼
商
工
観
光
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
２
２　

22
局
３
８
１
７

▼
対
象
＝
法
人
お
よ
び
そ
の
他
の
団
体（
個

人
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
）　

▼
申
し
込
み

＝
11
月
７
日
（
月
）
～
12
月
７
日
（
水
）

正
午
の
期
間
に
、
街
づ
く
り
推
進
課
に
あ

る
募
集
要
項
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
定
め
る
書
類
を
提
出

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
３
５　

23
局
３
８
１
１

　

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/

　

愛
す
る
家
族
や
友
人
が
目
の
前
で
倒
れ

た
時
、
あ
な
た
は
何
が
で
き
ま
す
か
。

　

い
ざ
と
い
う
と

き
に
備
え
、
心
肺

蘇
生
法
と
Ａ
エ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
の
取
り
扱

い
を
学
ぶ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
日
時
＝
11
月
27
日
（
日
）
午
前
９
時
～

正
午　

▼
場
所
＝
渥
美
文
化
会
館
（
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）　

▼
定
員
＝
20
名

（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申

し
込
み
＝
11
月
26
日
（
土
）
ま
で
に
直
接

ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話
番
号
・

職
業
を
明
記
）　

▼
そ
の
他
＝
講
習
修
了

者
に
修
了
証
を
交
付

▼
消
防
署
渥
美
分
署

☎
33
局
０
１
１
９　

32
局
２
４
７
９

　

atsum
ib@
city.tahara.aichi.jp

人
権
擁
護
委
員

田
原
市
臨
時
職
員

（
緊
急
雇
用
創
出
事
業
基
金
事
業
）

セ
ン
ト
フ
ァ
ー
レ
駐
車
場

指
定
管
理
者

普
通
救
命
講
習
会　

受
講
者

▲胸骨圧迫（心臓マッサージ）

※財源確保のため、有料広告として掲載しています。　▶広報秘書課☎22局0138
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▼
対
象
＝
市
内
在

住
・
在
勤
の
18
歳

以
上
の
方

▼
コ
ー
ス
／
開
催

日
時
／
受
講
料
＝

表
の
と
お
り（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
負
担
）

▼
場
所
＝
情
報
セ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
研
修

室
（
田
原
文
化
会
館
２
階
）　

▼
定
員
＝

い
ず
れ
も
20
名
（
先
着
順
）　

▼
申
し
込

み
＝
直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

（
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
生
年
月
日
・
希
望
コ
ー
ス
・

テ
キ
ス
ト
希
望
の
有
無
を
明
記
）
※
休
館

日
＝
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

▼
そ
の
他
＝
受
講
中
・
申
し
込
み
中
の

コ
ー
ス
を
含
め
、
同
時
に
２
コ
ー
ス
ま
で

申
し
込
み
可
／
メ
デ
ィ
ア
研
修
室
は
、
一

般
の
グ
ル
ー
プ
研
修
な
ど
で
も
利
用
可

（
有
料
）

▼
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
22
局
７
２
０
０　

23
局
２
８
０
８

　

jyosys@
city.tahara.aichi.jp

　

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
の
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
「
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
に
向
け
た
モ
デ

ル
教
室
」（
新
規
開
催
教
室
）
の
、
指
導
・

企
画
・
運
営
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す

方
①
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
初
心
者
の
指
導
が

で
き
る
方
（
資
格
不
問
）
②
週
１
回
、ス
ポ
ー

ツ
教
室
開
催
の
た
め
２
時
間
程
度
の
時
間
を

確
保
で
き
る
方　

▼
教
室
内
容
＝
気
軽
に

楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
れ
ば
、
種
目
は
不

問　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ・Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・

指
導
で
き
る
種
目
を
明
記
）
／
随
時
受
付
、

受
付
後
、
担
当
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

▼
応
募
資
格
＝
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男

子
で
中
学
校
等
卒
業
者
（
卒
業
見
込
を
含

む
）　

▼
試
験
会
場
＝
陸
上
自
衛
隊
豊
川

駐
屯
地　

▼
試
験
日
時
＝
平
成
24
年
１
月

14
日
（
土
）　

▼
申
込
期
限
＝
平
成
24
年

１
月
６
日
（
金
）　

▪
試
験
に
つ
い
て
の
説
明
会

▼
日
時
＝
11
月
26
日
（
土
）
午
前
10
時
～

午
後
３
時
（
随
時
）　

▼
場
所
＝
田
原
市

総
合
体
育
館
１
０
２
会
議
室　

▼
申
し
込

み
＝
開
催
時
間
中
に
会
場
に
て

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
自
衛
隊
豊
橋
地
域
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）33
局
２
６
９
３

　

aichi.pco.toyohashi@
rct.gsdf.m

od.go.jp

▪
売
却
地

1
大
久
保
町
万
五
郎
25
番
１

◦
登
記
地
目
＝
宅
地

◦
面
積
＝
３
０
４
・
83
㎡
（
92
・
２
坪
）　

◦
最
低
入
札
価
格
＝
８
９
０
万
円

2
田
原
町
晩
田
34
番
23

◦
登
記
地
目
＝
宅
地

◦
面
積
＝
２
１
４
・
54
㎡
（
64
・
９
坪
）

◦
最
低
入
札
価
格
＝
１
１
０
０
万
円

▼
申
し
込
み
＝
11
月
30
日
（
水
）
ま
で
に

財
政
課
に
あ
る
入
札
要
領
に
定
め
る
書
類

を
提
出　

▼
入
札
日
時
＝
12
月
８
日（
木
）

午
後
7
時
～　

▼
入
札
会
場
＝
市
役
所
北

庁
舎
大
会
議
室

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
財
政
課

☎
23
局
３
５
９
１　

23
局
０
１
８
０

　

平
成
24
年
田
原
市
成
人
式
の
案
内
状
を
、

11
月
30
日
現
在
で
田
原
市
に
住
民
登
録
さ
れ

て
い
る
方
に
、12
月
初
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

　

な
お
、
成
人
式
に
は
市
外
に
住
所
が
あ
っ

て
も
田
原
市
出
身
者
で
あ
れ
ば
参
加
で
き
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
12
月
９
日
（
金
）

ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ
電
話
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▪
平
成
24
年
田
原
市
成
人
式

▼
日
時
＝
平
成
24
年
１
月
８
日
（
日
）
午

前
10
時
～　

▼
場
所
＝
田
原
市
総
合
体
育

館　

▼
対
象
＝
平
成
３
年
４
月
２
日
～
平

成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
1

パ
ソ
コ
ン
教
室　

受
講
生

※パソコンの環境　OS：Windows Vista
使用ソフト：Internet Explorer7.0、Microsoft Word2007、
Excel2007、PowerPoint2007、IBMホームページビルダー13

■パソコン教室
コース 開催日時 受講料

はじめての
パソコン入門

12／7水・9金・14水・16金
13:30～16:30 無料

文書作成初級 12／7水・9金・14水・16金
9:30～11:30 1,000円

年賀状作成 12／1木
9:30～11:30、13:30～15:30 1,000円

ス
ポ
ー
ツ
教
室
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

平
成
23
年
度
採
用

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校 

生
徒

公
有
地
を
一
般
競
争
入
札
で

売
却
し
ま
す

田
原
市
成
人
式
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平
成
23
年
度
防
火
標
語

消
し
た
は
ず 
決
め
つ
け
な
い
で 

も
う
一
度

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
を
使
う
機
会
が
増

え
る
こ
と
か
ら
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

時
期
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
最
近
は
ゴ
ミ

焼
き
に
よ
る
火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

▪
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化

さ
れ
ま
し
た
。
住
宅
火
災
か
ら
皆
さ
ん
の

命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
ま
だ
取
り
付
け

て
い
な
い
方
は
早
急
に
取
り
付
け
て
く
だ

さ
い
。
設
置
に
関
す
る
ご
相
談
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❖
火
災
予
防
の
３
つ
の
習
慣

◦
寝
た
ば
こ
は
絶
対
し
な
い
。 

◦
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

◦
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の

そ
ば
を
離
れ
る
時
は
、

必
ず
火
を
消
す
。 

❖
火
災
予
防
の
４
つ
の

対
策 

◦
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。 

◦
寝
具
・
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用

す
る
。 

◦
火
災
を
小
さ
な
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。 

◦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
作

る
。

▼
消
防
課

☎
23
局
４
０
７
４　

23
局
０
１
８
０

　

ガ
ソ
リ
ン
は
、
マ
イ
ナ
ス
40
℃
で
も
気

化
し
、
静
電
気
な
ど
の
小
さ
な
火
花
で
引

火
し
て
爆
発
的
に
燃
焼
す
る
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
取
り
扱
い
は
消
防

法
に
よ
っ
て
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

次
の
点
に
注
意
し
、
ガ
ソ
リ
ン
は
適
正

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

❖
ガ
ソ
リ
ン
取
り
扱
い
の
注
意
点

◦
ガ
ソ
リ
ン
は
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
購

入
す
る
こ
と
。

※
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
利
用
者
自
ら
容
器

に
購
入
は
不
可

◦
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
る
容
器
は
、
消
防

法
に
よ
る
容
器
性
能
試
験
に
合
格
し
た

金
属
缶
を
使
用
す
る
こ
と
。
ガ
ソ
リ
ン

を
灯
油
用
の
ポ
リ
タ
ン
ク
、
金
属
製
で

あ
っ
て
も
オ
イ
ル
や
農
薬
の
缶
に
入
れ

る
こ
と
は
、
非
常
に
危
険
で
あ
り
、
絶

対
に
や
め
る
こ
と
。

◦
ガ
ソ
リ
ン
は
、
風
通
し
の
良
い
涼
し
い

場
所
に
保
管
し
、
金
属
缶
の
パ
ッ
キ
ン

の
劣
化
、
キ
ャ
ッ
プ
の
閉
め
忘
れ
な
ど

に
注
意
し
、
火
災
や
漏
え
い
に
注
意
す

る
こ
と
。

◦
ガ
ソ
リ
ン
を
40
リ
ッ
ト
ル
以
上
貯
蔵
お

よ
び
取
り
扱
い
を
行
う
場
合
は
、
消
防

課
に
届
出
が
必
要
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
消
防
課　

☎
23
局
４
０
７
４　

23
局
０
１
８
０

　

市
内
で
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
を
目
的
と
し
た「
省
エ
ネ
資
材
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
」の
追
加
募
集
を
行

い
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
市
内
に
住
宅
や
施
設
を
持
つ

市
民
お
よ
び
事
業
者　

▼
補
助
対
象
＝
既

築
物
件
の
み
を
対
象
と
し
た
複
層
ガ
ラ

ス
、
樹
脂
サ
ッ
シ
な
ど
の
省
エ
ネ
資
材
の

導
入
事
業
（
平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
に

着
工
し
、
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
完

了
す
る
も
の
）　

▼
補
助
額
＝
総
事
業
費

（
補
助
対
象
施
設
整
備
費
）
の
３
分
の
１

（
限
度
額
５
万
円
）　

▼
募
集
開
始
日
＝
12

月
１
日
（
木
）　

▼
募
集
件
数
＝
13
件
（
先

着
順
）

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
地
域

協
議
会
事
務
局
（
エ
コ
エ
ネ
推
進
室
）

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

　

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/

　

多
重
債
務
で

お
困
り
の
方
、

一
人
で
抱
え
込

ま
ず
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
11
月
19
日
（
土
）
午
前
10
時
～

午
後
３
時
（
要
予
約
／
相
談
時
間
は
30
分

程
度
）　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
室　

▼
相
談
料
＝
無
料　

▼
申
し
込

み
＝
電
話
に
て

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２　

22
局
３
８
１
７

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日（
水
）～
15
日（
火
）

ご
注
意
く
だ
さ
い

ガ
ソ
リ
ン
は
適
正
に
ご
利
用
を

複
層
ガ
ラ
ス
等
省
エ
ネ
資
材

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業（
追
加
募
集
）

▲ガソリン保管用金属製携行缶（上）と
消防法による容器性能試験確認済証

（下）

弁
護
士
に
よ
る
多
重
債
務
者

無
料
相
談
会
を
開
催
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し
ま
す
。

▼
名
古
屋
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

☎（
０
５
２
）２
０
３
局
９
０
９
２

　

総
務
省
・
経
済
産
業
省
で
は
平
成
24
年

２
月
１
日
に
、
全
て
の
企
業
・
事
業
所
を

対
象
に
し
た
「
経
済
セ
ン
サ
ス

－

活
動
調

査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

多
く
の
企
業
・
事
務
所
の
皆
さ
ん
に
当

調
査
へ
の
御
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
調
査
票
を
記
入
し

て
い
た
だ
く
部
署
の
担
当
の
方
な
ど
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
11
月
24
日
（
木
）
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
名
古
屋
市
中

区
役
所
ホ
ー
ル

▼
愛
知
県
統
計
課

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
１
０
５

　
h
ttp
://w

w
w
.p
ref.aich

i.jp
/0000045016.htm

l
　

年
末
に
な
る
と
し
尿
く
み
取
り
の
依
頼

が
多
く
な
り
、
年
内
に
作
業
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
年
内
に
く
み
取
り
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
12
月
19
日
（
月
）
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
計
画
収
集

地
区
は
除
く
）

▼
受
付
時
間
＝
市
役
所
執
務
時
間
中　

▼
休
業
日
＝
12
月
29
日
（
木
）
～
平
成
24

年
１
月
３
日
（
火
）

❖
く
み
取
り
作
業
に
ご
協
力
を
！

◦
便
槽
の
く
み
取
り
口
に
は
、
物
を
置
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。

◦
留
守
に
す
る
と
き
に
は
、
水
（
バ
ケ
ツ

２
杯
程
度
）
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

◦
転
居
ま
た
は
転
出
、
ト
イ
レ
の
廃
止
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
お
早
め
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
衛
生
セ
ン
タ
ー

☎
45
局
３
０
０
０　

45
局
３
５
３
７

　

愛
知
県
最
低
賃

金
が
10
月
７
日
か

ら
時
間
額
７
５
０

円
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

　

愛
知
県
の
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

（
７
業
種
）
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
改
正

な
ど
の
た
め
調
査
審
議
中
で
す
。
今
後
の

改
正
状
況
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
豊
橋
労
働
基
準
監
督
署

☎（
０
５
３
２
）54
局
１
１
９
２

　

愛
知
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

福
島
県
・
宮
城
県
・

岩
手
県
か
ら
避
難
さ

れ
た
方
に
、
災
害
救

助
法
に
基
づ
く
応
急

仮
設
住
宅
と
し
て
、

民
間
賃
貸
住
宅
な
ど

を
借
り
上
げ
て
提
供

し
ま
す
。

▼
対
象
＝
福
島
県
・
宮
城
県
・
岩
手
県
か

ら
避
難
し
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
方　

▼
入
居
期
間
＝
平
成
24
年
３
月
31
日（
土
）

ま
で　

▼
対
象
民
間
住
宅
な
ど
＝
貸
主
が

応
急
仮
設
住
宅
と
し
て
避
難
者
に
提
供
す

る
こ
と
に
同
意
す
る
な
ど
、
一
定
の
条
件

を
満
た
す
賃
貸
住
宅
（
家
賃
な
ど
の
限
度

額
あ
り
）　

▼
申
し
込
み
期
限
＝
11
月
30

日
（
水
）　

▼
そ
の
他
＝
既
に
入
居
済
み

の
方
で
、一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
は
、

県
の
借
り
上
げ
契
約
に
置
き
換
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
愛
知
県
建
設
部
建
築
担
当
局
公
営
住
宅
課

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
５
７
９

　

h
ttp
://w

w
w
.p
ref.aich

i.jp
/

saigaijoho/

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方

に
は
、
11
月
中
に
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
こ

と
の
通
知
（
名
簿
記
載
通
知
）
を
お
送
り

し
ま
す
。
こ
の
段
階
で
は
、
ま
だ
裁
判
員

候
補
者
に
選
ば
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
す
ぐ
に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た

だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
登
録
さ
れ
た
方
の
事
情
を
早
期

に
把
握
す
る
た
め
、
調
査
票
を
お
送
り
し

ま
す
。
こ
れ
は
、ご
回
答
の
内
容
に
よ
り
、

明
ら
か
に
辞
退
が
認
め
ら
れ
る
場
合
な
ど

に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
の
な

い
よ
う
に
し
て
、
裁
判
員
候
補
者
の
方
々

の
ご
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
調
査
票
の
い
ず
れ
の
項
目
に
も
当
て

は
ま
ら
な
い
方
は
、
返
送
は
不
要
で
す
。

　

な
お
、
実
際
の
事
件
の
裁
判
員
候
補
者

に
選
ば
れ
た
場

合
に
は
、
具
体

的
な
裁
判
の
日

程
を
前
提
に
、

あ
ら
た
め
て
辞

退
の
ご
希
望
を

伺
い
ま
す
。

　

裁
判
員
制
度

に
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
へ

賃
貸
住
宅
借
上
事
業
に
つ
い
て

裁
判
員
制
度

名
簿
記
載
通
知
を
発
送
し
ま
す

平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス

－

活
動
調
査

企
業
説
明
会
を
開
催

年
末
の
し
尿
く
み
取
り

お
申
し
込
み
は
お
早
め
に
！

愛
知
県
最
低
賃
金
の
改
正
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休
日
な
ど
の
夜
間

に
子
ど
も
の
急
病
で

困
っ
た
と
き
、
看
護

師
（
難
し
い
事
例
は

小
児
科
医
）
に
よ
る

電
話
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
相
談
日
＝
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始　

▼
受
付
時
間
＝
午
後
７
時
～
11
時

▼
健
康
課

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

　
「
か
か
り
つ
け
医
」
と
は
、
日
ご
ろ
か

ら
あ
な
た
と
家
族
の
診
療
や
健
康
づ
く
り

を
気
軽
に
相
談
で
き
、
親
切
に
説
明
し
て

く
れ
る
身
近
な
医
師
の
こ
と
で
す
。

　

病
気
の
予
防
を
含
め
健
康
管
理
や
生
活

改
善
に
つ
い
て
の
相
談
・
ア
ド
バ
イ
ス
が

受
け
ら
れ
、
ま
た
他
の
病
院
と
連
携
し
て

い
る
の
で
、
入
院
や
検
査
が
必
要
な
と
き

な
ど
は
専
門
医
療
機
関
を
紹
介
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。

❖
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
メ
リ
ッ
ト

◦
自
宅
や
勤
務
地
か
ら
近
く
、
通
院
に
便

利
。

◦
話
を
し
っ
か
り
聞
い
て
も
ら
え
、
気
軽

に
相
談
し
や
す
い
。

◦
病
気
や
治
療
の
方
法
、
薬
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
説
明
し
て
も
ら
え
る
。

◦
必
要
に
応
じ
て
、
適
切
な
専
門
医
や
医

療
機
関
を
紹
介
し
て
も
ら
え
る
。

▼
健
康
課

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
さ
れ
た
ご
み

の
中
に
は
、
収
集
で

き
な
い
も
の
や
、
分

別
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
を
出
す
際
に
は
、
次
の
点
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

❖
「
布
類
」
と
し
て
出
せ
な
い
も
の

◦
布
団
・
座
布
団
・
じ
ゅ
う
た
ん
・
マ
ッ

ト
レ
ス
＝
粗
大
ご
み

◦
枕
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
・
金
具
付
き
の
か
ば

ん
＝
も
や
せ
な
い
ご
み

❖
「
も
や
せ
な
い
ご
み
」
と
し
て
出
せ
な

い
も
の

◦
こ
た
つ･

座
い
す
・
ス
ト
ー
ブ
・
三
輪

車
な
ど
の
大
型
の
も
の
＝
粗
大
ご
み

❖
分
別
の
悪
い
も
の

◦
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

類
＝
中
身
を
出
し
、
す
す
い
で
か
ら
乾

か
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
収
集
袋
へ

◦
空
き
缶
＝
ス
チ
ー
ル
缶
と
ア
ル
ミ
缶
を
分

別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
用
コ
ン
テ
ナ
へ

▪
「
粗
大
ご
み
」
は
直
接
搬
入
を　

　
「
粗
大
ご
み
」
は
各
資
源
化
・
環
境
セ
ン

タ
ー
へ
直
接
搬
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
受
入
日
時
＝
火
～
日
曜
日（
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
）午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後

１
時
～
４
時
30
分　

▼
料
金
＝
無
料　

▼
そ

の
他
＝
東
部
資
源
化
セ
ン
タ
ー
で
は
運
転
免
許

証
な
ど
に
よ
る
住
所
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８　

23
局
０
１
８
０

　

地
球
温
暖
化
防
止
と
環
境
に
や
さ
し
い

資
源
循
環
型
社
会
を
目
指
し
て
、
家
庭
か

ら
出
る
廃
食
用
油
を
回
収
し
て
い
ま
す
。

　

回
収
し
た
廃
食
用
油
は
、
バ
イ
オ
デ
ィ

ー
ゼ
ル
燃
料
（
Ｂビ

ー
デ
ィ
ー
エ
フ

Ｄ
Ｆ
）
に
リ
サ
イ
ク
ル

し
、
市
の
公
用
車
な
ど
の
燃
料
と
し
て
使

用
し
ま
す
。

▼
回
収
す
る
油
＝
植
物
性
油（
な
た
ね
油
、

キ
ャ
ノ
ー
ラ
油
、
コ
ー
ン
油
、
米
油
、
大

豆
油
、
ご
ま
油
、
綿
実
油
、
落
花
生
油
、

ひ
ま
わ
り
油
、
サ
フ
ラ
ワ
ー
油
、
べ
に
花

油
、
オ
リ
ー
ブ
油
）
※
家
庭
の
廃
食
用
油

に
限
る
。

▼
回
収
場
所
＝
表
の
各
回
収
施
設
の
玄
関

ホ
ー
ル
な
ど
に
あ
る
廃
食
用
油
回
収
箱

▪
回
収
方
法

1
固
形
物（
テ
ン
カ
ス
な
ど
）を
取
り
除
く

2
油
を
冷
や
し
た
後
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
密
閉
で
き
る
容
器
に
入
れ
る
（
キ
ャ

ッ
プ
を
し
っ
か
り
締
め
る
）

3
回
収
箱
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
立

て
て
入
れ
る

※
賞
味
期
限
切
れ
の
油
は
、
未
開
封
の
状

態
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８　

23
局
０
１
８
０

ご
み
を
出
す
前
に

も
う
一
度
ご
確
認
を

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

小
児
救
急
電
話
相
談
＃
８
０
０
０

＃
８
０
０
０（
短
縮
番
号
）　
ま
た
は

☎（
０
５
２
）２
６
３
局
９
９
０
９

家
庭
の
廃
食
用
油（
天
ぷ
ら
油
な
ど
）

を
回
収
し
て
い
ま
す

回収施設 回収時間

公
共
施
設

田原市役所（北庁舎玄関）
8:30～17:00赤羽根市民センター

渥美支所
東部資源化センター

8:30～12:00
13:00～16:30　赤羽根環境センター

渥美資源化センター

協
力
店
舗

フードオアシスあつみ田原店
9:30～21:00

フードオアシスあつみ福江店
ショッピングセンターレイ 9:30～19:30
酒蔵トウカイ 9:30～20:00

■家庭の廃食用油の回収
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▼
相
談
時
間
＝
【
月
～
金
曜
日
】
午
前
８

時
30
分
～
午
後
７
時　
【
土
・
日
曜
日
】

午
前
10
時
～
午
後
５
時

▼
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎（
０
５
２
）９
５
２
局
８
１
１
１　

▼
対
象
／
訓
練
科
目
／
定
員
／
募
集
期
間

／
選
考
日
＝
表
の
と
お
り　

▼
入
校
日
＝
平

成
24
年
４
月
10
日
（
火
）　

▼
在
校
期
間
＝

１
年　
▼
申
し
込
み
＝
豊
橋
公
共
職
業
安
定

所
を
経
由
し
、
入
学
願
書
と
健
康
診
断
書

を
愛
知
県
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
へ
提
出

※
出
願
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
愛
知
県
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎（
０
５
３
３
）93
局
２
１
０
２

　

ご
家
庭
で
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
々
の

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
介
護
の
苦
労
や

不
安
、
分
か
ら
な
い
事
な
ど
、
皆
さ
ん
で
話

し
合
い
、
相
談
す
る
場
で
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
期
日
／
内
容
＝
①
11
月
10
日
（
木
）
／

感
染
症
に
つ
い
て
、
座
談
会
②
12
月
15
日

（
木
）
／
介
護
者
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
に
つ
い
て

～
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
為
に
～
、
座
談
会

▼
時
間
＝
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時　

▼
場
所
＝
渥
美
福
寿
園　

▼
申
し
込
み
＝

開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に
電
話
に
て

▪
申
し
込
み
先

◦
渥
美
福
寿
園
☎
34
局
６
６
８
８

▼
福
祉
課

☎
23
局
３
２
１
７　

23
局
３
５
４
５

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
職
場
な

ど
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
と
いっ
た
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
期
間
＝
11
月
14
日
（
月
）
～
20
日
（
日
）

る
方
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
田

原
市
に
対
し
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▪
地
区
計
画
原
案
の
地
権
者
説
明
会

▼
対
象
＝
地
区
計
画
の
区
域
内
の
土
地
を

所
有
す
る
方
お
よ
び
そ
の
他
利
害
関
係
を

有
す
る
方　

▼
日
時
＝
11
月
15
日
（
火
）

午
後
７
時
～　

▼
場
所
＝
童
浦
市
民
館
多

目
的
ホ
ー
ル

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
２
３　

22
局
３
８
１
１

　

東
三
河
都
市
計
画
区
域
の
都
市
再
開
発

の
方
針
に
係
る
変
更
案
を
、
次
の
と
お
り

縦
覧
し
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
＝
11
月
８
日
（
火
）
～
22
日

（
火
）
／
県
庁
・
市
役
所
執
務
時
間
中　

▼
縦
覧
場
所
＝
愛
知
県
建
設
部
住
宅
計
画

課
（
県
庁
本
庁
舎
５
階
）
／
田
原
市
役
所

街
づ
く
り
推
進
課（
市
役
所
北
庁
舎
２
階
）

▼
そ
の
他
＝
こ
の
変
更
案
に
つ
い
て
意
見

の
あ
る
方
は
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に

愛
知
県
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼
愛
知
県
建
設
部
住
宅
計
画
課

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
５
６
９

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
２
３　

22
局
３
８
１
１

　

田
原
浦
片
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗

に
合
わ
せ
、
地
区
特
性
に
応
じ
た
土
地
利

用
を
定
め
、
調
和
の
と
れ
た
良
好
な
市
街

地
形
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
地
区
計

画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
都
市
計
画
の
原
案
を
次
の

と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

▼
計
画
の
区
域
＝
田
原
市
浦
町
お
よ
び
片

浜
町
地
内　

▼
縦
覧
期
間
＝
11
月
８
日

（
火
）
～
22
日
（
火
）
／
市
役
所
執
務
時

間
中　

▼
縦
覧
場
所
＝
街
づ
く
り
推
進
課

（
市
役
所
北
庁
舎
２
階
）　

▼
そ
の
他
＝
こ

の
原
案
に
つ
い
て
区
域
内
の
土
地
を
所
有

す
る
方
お
よ
び
そ
の
他
利
害
関
係
を
有
す

東
三
河
都
市
計
画

地
区
計
画
原
案

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間

相
談
専
用

 「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

家
族
介
護
者
交
流
会
を
開
催

愛
知
県
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

試
験

■愛知障害者職業能力開発校 試験
対象 訓練科目 定員 募集期間 選考日

障がい者

情報システム科 20名

12/16金まで
H24/1/14土

または
H24/1/15日

ＯＡビジネス科 30名

ＣＡＤ設計科
機械コース 
建築コース

15名
15名

デザイン科
ＷＥＢコース
ＤＴＰコース

20名
10名

知的障がい者 総合実務科 15名 11/25金まで 12/11日

東
三
河
都
市
計
画

再
開
発
の
方
針
の
変
更
案
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体
的
な
操
作
方
法
は
、
音
声
案
内
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
税
務
署
で
の
面
接
相
談
は
事
前

予
約
制
で
す
。
あ
ら
か
じ
め
お
電
話
で
ご

予
約
く
だ
さ
い
。
な
お
、
税
金
の
納
付
相

談
に
つ
い
て
は
、
事
前
の
予
約
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

▼
豊
橋
税
務
署（
豊
橋
地
方
合
同
庁
舎
内
）

☎（
０
５
３
２
）52
局
６
２
０
１

　

個
人
事
業
税
の
第
二
期
分
の
納
期
限

は
、
11
月
30
日
（
水
）
で
す
。
11
月
中
旬

に
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

最
寄
の
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
（
納
付
書
の
納
付
金
額
が
30
万
円

以
下
の
も
の
）
ま
た
は
県
税
事
務
所
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、	P

ペ

イ

ジ

ー

ay-easy

に
対
応
し
て
い
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
ま
た
は

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
し
て
納
付
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
た
だ
し
、
領
収
証
書
が
発
行
さ
れ
ま
せ

ん
。
領
収
証
書
が
必
要
な
方
は
、
金
融
機

関
な
ど
の
窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限

前
に
預
貯
金
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
東
三
河
県
税
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）54
局
５
１
１
１

を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
青
色
申
告
を
さ
れ
る
方　

▼
日

時
＝
12
月
１
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分　

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会
館
多

目
的
ホ
ー
ル　

▼
内
容
＝
記
載
方
法
の
説

明　

▼
そ
の
他
＝
青
色
申
告
書
、
収
支
内

訳
書
な
ど
の
用
紙
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.nta.go.jp/

）
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
申
告
書
の
提
出

は
ｅイ
ー
タ
ッ
ク
ス

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
直
接
税
務
署
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▪
相
続
な
ど
に
係
る
生
命
保
険
契
約
な
ど

に
基
づ
く
年
金

　

相
続
、
贈
与
な
ど
に
よ
り
取
得
し
た
生

命
保
険
契
約
や
損
害
保
険
契
約
な
ど
に
係

る
年
金
の
所
得
税
の
取
り
扱
い
を
改
め
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
扱
い
の
変
更
に
よ
り
、
所
得

税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.nta.go.jp

）を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、直
接

税
務
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
税
務
署
へ
の
ご
相
談

　

納
税
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
電
話
に
よ
る

国
税
に
関
す
る
ご
質
問
・
ご
相
談
は
、
国

税
局
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
税
務
署
の
代
表
電
話
の
受

付
は
自
動
音
声
で
案
内
し
て
い
ま
す
。
具

▪
配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控
除

　

所
得
が
あ
る
夫
の
妻
が
パ
ー
ト
で
働
く
場

合
、
妻
の
パ
ー
ト
に
よ
る
年
収
が
１
０
３
万

円
以
下
で
あ
れ
ば
、『
配
偶
者
控
除
（
所

得
税
38
万
円
、
住
民
税
33
万
円
）』
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
年
収
が
１
０
３
万
円
を
超
え
、

配
偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
で
も
、

１
４
１
万
円
未
満
で
あ
れ
ば
、
段
階
的
に

『
配
偶
者
特
別
控
除
』
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、配
偶
者
控
除
と
配
偶
者
特

別
控
除
を
併
用
し
て
受
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、夫
の
合
計
所
得
が

１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
年
に
は
、配
偶
者

特
別
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
０
９　

23
局
０
１
８
０

▪
年
末
調
整
説
明
会

　

平
成
23
年
分
の
源
泉
所
得
税
の
年
末
調

整
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
法
人
・
個
人
の
青
色
申
告
を
さ

れ
る
方
お
よ
び
白
色
申
告
を
さ
れ
る
方　

▼
日
時
＝
11
月
15
日
（
火
） 

午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会

館
多
目
的
ホ
ー
ル

▪
青
色
申
告
決
算
説
明
会

　

平
成
23
年
分
の
青
色
申
告
決
算
説
明
会

　

家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
と
都
市
計

画
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
「
家
屋

課
税
台
帳
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る
所
有
者
に

対
し
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、必
ず
年
内

に
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。届
出
が
な
い
場

合
、取
り
壊
し
の
確
認
が
取
れ
ず
、引
き
続

き
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
12
月
末
ま
で
に
法
務
局
で
滅
失
登
記
を

行
う
家
屋
は
届
出
不
要

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
１
０　

23
局
０
１
８
０

▪
パ
ー
ト
で
働
く
人
に
対
す
る
税

　

収
入
が
パ
ー
ト
収
入
の
み
で
、
年
収
が

93
万
円
を
超
え
る
方
に
は
、
住
民
税
の
均

等
割
（
４
５
０
０
円
）
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、年
収
が
１
０
０
万
円
以
上
の
方
に

は
、こ
の
均
等
割
に
加
え
、所
得
割
も
課
税

さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、年
収
が
１
０
３
万
円

を
超
え
る
と
、
所
得
税
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
！

パ
ー
ト
収
入
と
税

豊
橋
税
務
署
か
ら
の

お
し
ら
せ

個
人
事
業
税
第
二
期
分
の

納
税
を
お
忘
れ
な
く
！
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◦街角ネットたはら
放送日 内　容

～11/10木
田原市民まつり

田原福祉専門学校　たっぷく祭

11/11金～11/24木
田原市消防団ポンプ操法大会

キンボールスポーツ大会

11/25金～12/8木
表浜自然ふれあいフェスティバル

田原市長杯少年野球交流大会

毎日６回放送　
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

ティーズチャンネルで放送中

広報秘書課 22　0138

◦田原ほっとらいん
放送月 内　容

11月 古道～陸
おか

の道・海の道～

毎週土・日曜日　１日５回放送　
①7：45 ②12：45 ③15：45 ④18：45 ⑤22：45
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◉
11
月
20
日
日

サ
ン
テ
パ
ル
ク
収
穫
祭

時
間
▼
午
前
10
時
～

場
所
▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

内
容
▼
地
元
農
畜
産
物
・
花
木
な
ど
の
販

売
の
ほ
か
、
各
種
模
擬
店
や
ビ
ン
ゴ
大

会
、
餅
投
げ
、
Ｆ
Ｍ
豊
橋
生
放
送
な
ど

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25
局
１
２
３
４　

25
局
１
２
３
５

◉
11
月
20
日
日　

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時
間
▼
午
後
２
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
渥
美
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容
▼
フ
ュー
ジ
ョン
＆
ロッ
ク

出
演
▼
Ｌエ
ル
シ
ッ
ク
ス
６
、
Ｌラ

ス

ト

ａ
ｓ
ｔ	

Ｌロ

ッ

ト
ｏ
ｔ

入
場
料
▼
５
０
０
円（
ド
リ
ン
ク
付
き
）

チ
ケ
ッ
ト
▼
左
記
文
化
会
館
な
ど
で
販
売

託
児
▼
11
月
10
日（
木
）ま
で
に
電
話
予
約

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

◉
11
月
26
日
圡　

子
育
て
支
援
地
域
交
流
会

　

す
べ
て
の
教
育
の
出
発
点
で
あ
る
家
庭

教
育
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時
間
▼
午
前
10
時
～

場
所
▼
豊
川
市
御
津
文
化
会
館
ハ
ー
ト
フ

ル
ホ
ー
ル

◉
11
月
11
日
㊎　

講
座
「
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
」

　

田
原
市
博
物
館
・
㈶
崋
山
会
で
は
、
郷

土
の
偉
人
渡
辺
崋
山
を
、
よ
り
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
講
座
を
毎
月
11
日
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
９
時
30
分

場
所
▼
田
原
市
博
物
館

内
容
▼
渡
辺
家
の
系
譜
を
知
る

－

そ
の
１

講
師
▼
田
原
市
博
物
館	

鈴
木
利
昌
学
芸
員

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

参
加
料
▼
無
料

▪
子
育
て
支
援
を
考
え
る
交
流
会

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象
▼
親
子
と
子
育
て
に
関
心
の
あ
る
方

内
容
▼
親
子
で
楽
し
く
ふ
れ
あ
い
な
が
ら

子
育
て
を
考
え
ま
す
。（
手
あ
そ
び
・

絵
本
・
工
作
・
体
あ
そ
び
な
ど
）

▪
家
庭
教
育
を
考
え
る
学
習
会

時
間
▼
午
後
１
時
～
２
時
30
分

対
象
▼
小
中
学
生
の

保
護
者
と
家
庭
教

育
に
関
心
の
あ
る

方
▪
講
演
会

時
間
▼
午
後
２
時
40

分
～
４
時

演
題
▼
「
す
ば
ら
し
き
仲
間
」

講
師
▼
斎
藤
富
士
雄
氏
（
豊
橋
総
合
動
植

物
公
園
園
長
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

◉
11
月
27
日
日　

家
庭
の
日
コ
ン
サ
ー
ト

「
お
～
た
む
合
唱
コ
ン
サ
ー
ト
」

時
間
▼
午
後
２
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
無
料

▼
田
原
市
楽
友
協
会
事
務
局
（
金
子
）

☎
23
局
２
６
８
３

月
の
イ
ベ
ン
ト

NOV

11

市政ぴーあーる講座
ものづくりの匠

た く み

たち
～たはらの臨海工業地帯と三河港～

　田原市臨海部に立地し、日本のものづくり産業
を支える企業の操業現場を見学し、企業と港（三
河港）の連携による田原市の発展と将来について
学びます。

▶対象＝市内在住・在勤・在学の 18 歳以上の方
▶日時＝ 12 月 23 日㊎・㊗ 午後１時～５時15 分
▶場所＝東京製鐵㈱田原工場・三河港など
▶集合＝市役所北玄関前
▶定員＝ 30 名（先着順）
▶内容＝工場・三河港の

見学など
▶参加料＝無料
▶申し込み＝ 11 月 10 日㊍～ 12 月 13 日㊋の期間に、

電話またはＦＡＸ・Ｅメールにて（ＦＡＸ・Ｅメールの場合は、
住所・氏名・年齢・性別・電話番号・職業を明記）

▶広報秘書課　☎ 22 局 0138 　23 局 1691
                         koho@city.tahara.aichi.jp

市政ぴーあーる講座市政ぴーあーる講座

　田原市臨海部に立地し、日本のものづくり産業

参加者募集
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◉
11
月
27
日
日　
※
小
雨
決
行

冬
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
受
付
開
始

コ
ー
ス
▼
神
戸
・
田
原
東
部
校
区
内 

約

８
・
５
㎞

集
合
場
所
▼
神
戸
市
民
館

対
象
▼
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者

同
伴
）

参
加
料
▼
１
名
１
０
０
円（
当
日
、受
付
に
て
）

申
し
込
み
▼
①
生
涯
学
習
課
、
田
原
・
赤

羽
根
文
化
会
館
、
渥
美
運
動
公
園
、
田

原
市
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
用
紙
配
布
先
に
提
出
②
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
明
記
の

う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

申
し
込
み
期
限
▼
11
月
16
日
（
水
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

　

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/

section/kyoiku/

◉
11
月
27
日
日　

親
子
も
ち
つ
き
体
験
＆
大
福
づ
く
り

対
象
▼
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時　

場
所
▼
あ
ぐ
り
パ
ー
ク
食
彩
村
（
豊
橋
市

東
七
根
町
）

定
員
▼
30
名（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
料
▼
１
名
３
０
０
円
程
度（
材
料
費
）

申
し
込
み
▼
11
月
15
日
（
火
）
ま
で
に
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き
に
て
（
参

加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
）
／
は
が
き
は
締
切
日

必
着

▼
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議
事
務
局

（
〒
４
４
０

－

８
５
０
１　

住
所
不
要　

豊
橋
市
農
政
課
内
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
４
６
４　

　
（
０
５
３
２
）56
局
５
１
３
０

　
info_nosei@

city.toyohashi.lg.jp

　

http://w
w
w
.toyohashi-tahara.jp/

◉
12
月
18
日
日　

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時
間
▼
午
後
２
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
渥
美
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容
▼
津
軽
三
味
線

出
演
▼
雅
會

入
場
料
▼
５
０
０
円（
ド
リ
ン
ク
付
き
）

チ
ケ
ッ
ト
▼
左
記
文
化
会
館
な
ど
で
販
売

託
児
▼
12
月
８
日（
木
）ま
で
に
電
話
予
約

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

母子家庭の就業相談
 予約は不要です。お気軽にご相談ください。

11月10日木・12月8日木
時 間 ◦午後１時 30 分～３時 30 分

場 所 ◦田原福祉センター相談室（1階）

▼子育て支援課　
☎23局3513 　23局3545

月
の
イ
ベ
ン
ト

DEC

12

EVENT
チケット販売・お問い合わせ

田 原 文 化 会 館 ☎22局6061 　22局6455
赤 羽 根 文 化 会 館 ☎45局3939 　45局3901
渥美文化会館（土・日・祝） ☎33局1000 　34局1010
渥美支所地域課（平日） ☎33局1111 　32局2506

田原・赤羽根・渥美

文化会館・文化ホール

★チケットの予約など
指定席のチケットは、前売り開始日は開催会場のみの販売で、完売し
なければ翌営業日から各窓口で販売します。（前売開始日の正午から
電話予約可）前売券が完売した場合、当日券の販売はありません。

★託児サービス（各公演先着10名・おやつをご持参ください）
各イベントの10日前までに、生涯学習課までお申し込みください。

▶生涯学習課 ☎23局3531

狂言とコントが結婚したら

現代狂言Ⅵ
　一昨年、大好評を博した現代狂言が帰ってきます。お笑いの
世界でリーダーシップをとっている南原清隆と、九世野村万蔵率
いる萬狂言がタッグを組み、古典と現代のコラボレーションが実
現。豪華キャストの共演をお楽しみに。

日 時　平成24年2月11日（土）
                   午後3時開演（30分前開場）
場 所　渥美文化会館 文化ホール
出 演　南原清隆、佐藤弘道、野々
                 村真、安めぐみ、市川由衣
                 ドロンズ石本、エネルギー
　　　　　  やるせなす、大野泰広、野村
                 万蔵ほか
入 場 料　3,500円　当日4,000円
チ ケ ッ ト　12月18日（日）午前9時から渥美文化会館で前

売り開始

H24/2/11 土 
全席指定
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あ
と
１
０
０
０
歩
！
歩
か
ま
い

～
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
～

　

厚
生
労
働
省
が
推
奨
す
る
、
生
活
習
慣

病
予
防
の
た
め
の
１
日
の
目
標
歩
数
は
、

成
人
男
性
で
９
０
０
０
歩
、
成
人
女
性
で

８
０
０
０
歩
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

統
計
で
は
、男
女
と
も
あ
と
１
０
０
０
歩（
約

10
分
）
足
り
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
「
歩
く
こ
と
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）」
は
、
簡

単
で
親
し
み
や
す
い
運
動
で
す
。
日
常
生
活

に
プ
ラ
ス
し
て
、
空
い
た
時
間
な
ど
に
「
あ

と
１
０
０
０
歩
！
」
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

❖
け
が
の
予
防
と
効
果
の
ア
ッ
プ

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
前
後
に
は
、
ス
ト
レ
ッ

チ
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
股
関
節
や
肩
関
節
、

ア
キ
レ
ス
腱
な
ど
を
、
ゆ
っ
く
り
と
伸
ば
し

ま
し
ょ
う
。

　

実
際
に
歩
く
と
き
は
、
理
想
的
な
歩
行
姿

勢
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ

な
ど
の
効
果
を
高
め
、
け
が
の
予
防
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　

な
お
、
治
療
中
の
方
は
、
医
師
に
相
談
し

て
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

❖
あ
と
１
０
０
０
歩
！
歩
か
ま
い

　
　
　
　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
１

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
継
続
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。市
で
は
、皆
さ
ん
に
楽
し
く
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
続
け
て
い
た
だ
く
た
め
、『
東
海

道
五
十
三
次
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
記
録
表
』
を
お

配
り
し
て
い
ま
す
。
82
万
５
０
０
０
歩
（
約

４
９
５
㎞
）
を
達
成
し
た
方
に
は
完
歩
賞

を
、
ご
家
族
や
ご
夫
婦
で
参
加
さ
れ
た
方
に

は
フ
ァ
ミ
リ
ー
賞
を
進
呈
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
た
は
ら
10
月
１
日
号
14

ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　︻
お
問
い
合
わ
せ
︼

▼
市
役
所
健
康
課

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

▼
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
健
康
課

☎
33
局
０
３
８
６　

33
局
０
３
１
９

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

パパママスクール
（クッキングコース） １２月２０日（火）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター 妊娠中の方　※予約制

貧血予防の調理実習、栄養の話、交流会など

離乳食教室（前期）
１２月１４日（水）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター ５～６か月児とその保護者　※予約制

離乳食講習と保育の話、歯の話など１２月２１日（水）  9：50 ～ 10：00 あつみライフランド

育児相談

１２月　５日（月）  9：00 ～ 10：30 あつみライフランド
身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）
※母乳相談は生後６か月まで１２月　６日（火）  9：30 ～ 10：30 赤羽根福祉センター

１２月　９日（金）  9：30 ～ 10：30 田原福祉センター

●インフォメーション

● 休日当直医
月　日 当直医 電話番号

11月3日（木・祝）

ふれあいばし診療所 ☎29局2500
まち眼科 ☎22局2710
かわさき整形外科クリニック ☎22局7700
渡辺歯科医院 ☎32局3561

11月6日（日）
あつみメディカルクリニック ☎24局2322
ふくい眼科 ☎22局5878
葉山歯科医院 ☎32局0038

11月13日（日）
朽名医院 ☎33局0162
山本耳鼻咽喉科 ☎24局4100
青木歯科クリニック ☎33局1139

月　日 当直医 電話番号

11月20日（日）
菜の花内科クリニック ☎22局7777
なかた歯科医院 ☎23局1162

11月23日（水・祝）
渡会医院 ☎45局2516
ふくしま歯科医院 ☎37局1182

11月27日（日）
河合医院 ☎22局6133
小原歯科医院 ☎25局1139

12月4日（日）
かわせ小児科 ☎22局1230
藤岡医院 ☎32局1515
森下歯科医院 ☎32局2700

12月11日（日）
北山クリニック ☎23局3946
岡田医院 ☎37局0001
鈴木歯科医院 ☎32局0239

※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00
夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22局2131

・「サッサッ」のリズムが効果的
・20 分に一度は水分補給を

◦理想的な歩行姿勢

・下腹に力を入れる
ように意識する

・目線は 10 ～ 20
ｍ前方に向ける
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12月 ▼5日月、9日金、12日月、19日月、
            26日月、28日水～31日土

11月 ▼7日月、11日金、14日月、21日月、
            28日月

中央図書館  　23局4946 　 tosho@city.tahara.aichi.jp
よ  く  よ  む

図書館休館日

『がんと一緒に働こう！』
ＣＳＲプロジェクト/編
合同出版

人はなぜ働くのか？　がんとと
もに生きる、ご本人・周囲の方
々へのエール満載です。

『アート少女 根岸節子とゆか
いな仲間たち』※中高生向け
花形みつる/著
ポプラ社

優秀な３年生が引退し、部室や部
費まで奪われた弱小美術部が廃部
の危機に立ち向かう！

●中央図書館
　一　般 ▼11月12日土～12月８日木     「つながる本」
　子ども ▼11月12日土～12月25日日    「Merry Many X'mas Book」
●赤羽根図書館
　一　般 ▼11月12日土～12月８日木　  「絵画を本で楽しむ」
　子ども ▼11月12日土～12月８日木     「だいすき！パン」
●渥美図書館
　一　般 ▼11月12日土～12月８日木     「秋といえば・・・・」
　子ども ▼11月12日土～12月８日木  　「おいしく食べて元気になろう」

◎『拡大読書器』
中 央 図 書 館 の 、イ ン
ターネットコーナーの
横にあります。これを
使うと、文字や図面を
拡大して読むことがで
きます。

◉連続おはなし会
おはなし手のひらの会、図書館職員による読み聞かせで
す。折り紙でみの虫の家族をつくります。

▼日時＝12月3日土・10日土14:00～
　　　　12月24日土10:30～

▼場所＝渥美図書館おはなしコーナー

◉手作り教室「どんぐりを使って  
　　プチケーキをつくろう」

▼日時＝12月23日金・日10：30～

▼場所＝渥美図書館会議室

▼対象・定員＝小学生・15名（先着順）

▼参加費・持ち物＝無料・木工用ボンド、ハサミ、手拭タオル

▼申し込み＝11月12日土10:00から直接または電話にて
（家族以外の代理による申し込みは不可）

◉人形劇「かっぱのお守り」

▼日時＝12月4日日10:30開場、10:45開演

▼場所＝渥美文化会館多目的ホール

▼参加費・定員＝無料・90名（先着順） ※申込不要

◎渥美図書館講座「歴史・文学探訪」
◉渡辺崋山ー国元田原と世界へのまなざし
国元田原への思いやメッセージ、鎖国体制下でグローバ
ルな世界認識を訴えた“開明思想家”としての崋山の横
顔を見てみませんか。

▼日時＝12月10日土13:30～16:00

▼場所＝渥美文化会館大会議室

▼参加費・定員＝無料・40名程度（先着順）

▼講師＝別所興一氏(元愛知大学教授)

▼持ち物＝筆記用具

▼申し込み＝11月５日土10:30から直接または電話にて

◉渥美図書館☎33局１１１４

◎渥美図書館クリスマスイベント

祝
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詳しくは…◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童センターだよりをご覧ください。
※小学校・保育園・幼稚園・市民館・福祉センター・子育て支援課にあります。
　　  http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/facility.html

◉脳
の う

トレ「たしざんパズル」
トライして集中力を高めよう。
開催期間◦11月１日火～６日日
対象◦小学生以上

◉工
こ う

作
さ く

「円
え ん ば ん

盤飛
と

ばし」
輪ゴムを使って目標まで飛ばそう。
開催期間◦11月８日火～13日日
時間◦午後１時30分～
　　　※材料がなくな
　　　　り次第終了
対象◦小学生以上
参加費◦10円

田原児童センター☎23局4761／西部児童館☎25局0211

1１ 月のお休み

◉子
こ

育
そ だ

て講
こ う

座
ざ

ハグ
　 （児童センターのみ開催）
日時◦11月16日水 午前10時～
テーマ◦できますか？愛の充電
　　　　（いまどきの心育て）

◉タスポニー教
き ょ う し つ

室
　 （児童センターのみ開催）
ルールを知って公式試合に出よう！
日時◦11月５日土 
　　　 午後１時30分～３時30分

◉みんなで遊
あ そ

ぼう
遊戯室でボールを使って遊ぼう！
日時◦11月26日土・27日日

◉児
じ ど う

童センターまつり
楽しい遊びがいっぱいです！
ぜひお越しください！
日時◦12月４日日 
　　　 午前10時～正午
　　　 午後１時～３時

◦利用対象：0～18歳未満の児童（小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）

11月 ▼

※囲碁教室：毎週土曜日の午後２時ごろ～

右足に重心を置いて立つ。

左ひざを少し曲げて外側と
内側に交互に向け、数回
繰り返す。

動きに慣れてきたら大きな
動きに変える。（ひざで八の
字を描くようなイメージで）

大きな動きに慣れてきたら、
腕も振って全身運動につな
げる。
※左右数回ずつ繰り返す。

生涯学習課　２３局3531

骨盤内の血行がよくなると、ホルモンバランスが整
い、更年期障害などの不快な症状の改善につながる
と考えられています。股関節をゆっくり滑らかに動
かす簡単な体操で、骨盤内の血行を良くして不快な
症状を解消しましょう。

股関節をほぐし骨盤内の血
流を良くしよう !

１

２

３

４

4141

１ ２

３ ４

　簡単にできる料理の紹介をして
欲しいとの声にお応えし、今回は風
邪の予防にも最適な「カリカリじゃ
こねぎサラダ」をご紹介します。

「市民の声」紹介

お気軽に、ご意見などをお寄せください。

▼あて先＝〒４４１ー３４９２
（住所不要）田原市役所広報たはら
　　 koho@city.tahara.aichi.jp

【材料２人分】
●青ネギ（細くやわらかいもの）
　１／２束
●ちりめんじゃこ　30ｇ
●ごま油　小さじ４
●塩　適量
●旨味調味料（適量）

青ネギのピリッとした辛みとごま油
の風味、カリカリのじゃこの歯ごた
えがよく合います。
料理が苦手な方でも簡単にでき、お
酒もすすみますよ。

【作り方】
❶ 青ねぎは３～５㎝に切り、15分ほど水にさらす。
❷ ちりめんじゃこを小さじ２のごま油で、カリカリに
　 なるまで炒る。じゃこが油ではねるので大きめのフ 
　 ライパンを使うのがポイントです。
❸ 小さじ２のごま油、塩、旨味調味料で❶と❷を和
　 える。

◦昨年の様子（テーブルホッケー）

7日月、14日月、21日月、28日月
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1１

の今月　納税・使用料

水11月３０日

国民健康保険税
（第６期分）

後期高齢者医療保険料
（第５期分）

下水道事業受益者負担金
（第３期分）

農業集落排水事業分担金
（第３期分）

納期限

　

１
か
ら
５
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

田
原
市
総
合
計
画
の
改
定
は
、
す
で

に
実
施
し
た
「
市
民
意
識
調
査
」
を
は

じ
め
、「
○
○
○
○
○
コ
メ
ン
ト
」
な

ど
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
の
声
を
伺
い
な

が
ら
協
働
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

２　

白
井
孝
市
前
市
長
へ
名
誉
○
○
○
の

称
号
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

３　

住
宅
用
○
○
○
警
報
器
の
設
置
が
義

務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

４　

12
月
23
日
（
金
・
祝
）
に
、
市
政
ぴ
ー

あ
ー
る
講
座
「
○
○
づ
く
り
の
匠
た
ち
」

を
開
催
し
ま
す
。

５　

11
月
11
日
（
金
）
に
、
臨
海
工
業
地

域
の
自
動
車
企
業
で
は
、
工
場
か
ら
笠

山
ま
で
の
４
km
を
徒
歩
で
避
難
す
る
津

波
○
○
○
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な

ど
を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に

「
図
書
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
11
月
21
日
（
月
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
10
月
号
の
答
え
】
わ
た
り
ど
り

（
応
募
総
数
66
通
中
、
正
解
66
通
、
当
選

者
の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
寄
せ

ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
は
、
関
係
各
課
へ
も

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。）

3

4

5

1

2

人身12件（１60件）
負傷24人（212人）
死亡0人（３人）
物損121件（１142件）

火災4件（２9件）
救急16０件（1521件）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

侵入盗３件（３3件）
乗物盗10件（3９件）
非侵入盗4件　（53件）

※（　）内の数字は平成2３年の累計

田原警察署だより

９月

田原警察署　 23局０１１０

◉愛知県内で自動車盗・住宅対象侵入盗が多発中！！　
　愛知県は自動車盗の認知件数が過去３年連続全国
ワースト１位。８月末現在の認知件数は、昨年の同期と比
べ５割以上増加しています。また、田原市内はじめ愛知県
下では、空き巣・忍込みなどの住宅対象侵入盗が発生し
ています。ご注意下さい！
●自動車盗の防犯対策
•車から離れる時はキーを抜き必ずドアロックをする
•イモビライザなどの盗難防止装置を活用する
•周囲から見通しの良い場所を選んで駐車する
•声をかけあい、駐車場の自主パトロールを強化する
●住宅対象侵入盗の防犯対策
•わずかな時間でも外出時は必ずカギをかける
•隣近所が声をかけあう

一人ひとりの心がけで犯罪は防げます！
不審者発見の際は、110番または最寄
りの警察署までご連絡ください。

0

25

50

75

100

0

5

10

15

20

35

●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

水道メーターボックスの周りは、いつもきれいにしましょう。

10/20現在
96.4％

7/1 7/10 7/20 8/1 8/10 8/20 9/1 9/10 9/20 10/1 10/1010/20

節水注意線
※節水注意線とは、この値を下回ると節水が開始されるラインのこと（節水率検討）

冬季は水量が減り、水質が悪くなりがちです。秋から水質保全を心がけましょう。
●市内5河川の水質調査結果

8月 10月 12月 2月 4月 6月 8月

汐川
蜆川
今池川
免々田川
天白川

（　　 ）
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N
o.701 平

成
23

年
１１

月
１

日
号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

66,１21人　総人口

33,３９2人　男性

32,729人　女性

21,725世帯世帯数

47出生 ３7人死亡

117人転入 158人転出

－31人増減 ※増減は９月中です

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１８８.８１km2

（平成２3年10月１日現在）

手作りの麦わら帽子をかぶっ

て、お泊り保育に行ったよ。

木々や芝生への着色のぼ
かし方が上手で、本物のよ
うに見えます。細かいとこ
ろまで、よく観察しました。

評 評
伊良湖小学校５年

小久保有菜さん

運動会でチーム対抗リレーを

頑張ったよ。

 うんどう かい　 　　　　　　　たいこう　                   

がん ば　　　　　　　　

　　　　　 

　 　 り　　く　　　　　

伊良湖小学校６年

小久保里紗さん
　　 　　り　　さ　  　 　　  あり　 な

赤石幼稚園

飯島莉子ちゃん（６歳）

富田

    真
子

 先
生

赤石幼稚園

大滝諒久くん（５歳）

マツと灯台の遠近感や、
色を少しずつ変え、植物
や岩の風合いを表現す
ることができました。

評 最後まで一生懸命に走ろうとする様子
を、かわいらしく描くことができました。

 さい　ご　　　　　 いっしょうけんめい　　　はし　　　　　　　　　　　よう　す

　　　　　　　　　　　　　　　えが

　　　　

評 今から始まるお泊り保育を楽しみにする様
子が、よく表現できています。

いま　　　　 はじ　　　　　　　とま　　　ほ　いく　　 たの　　　　　　　　　　　よう

 す   　　　　　　　ひょうげん

 　　　　　　　　　　　　　　

　　

水彩画 水彩画

   て　づく　　　　　むぎ　　　　　ぼう　し

   　　　　　　とま　　　ほ　いく　　　い　

　 　り　　　こ

▼
介
護
福
祉
士
の

国
家
資
格
取
得
な

ど
を
目
指
し
、勉

強
に
励
む
田
原
福

祉
専
門
学
校
の
学

生
た
ち
。彼
ら
が
手
づ
く
り
で
開
催

し
た
学
園
祭
の
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
わ
～
和
・
輪
・
話
」。皆
で
輪
に
な
り

和
み
話
そ
う
と
い
う
意
味
で
す
。会

場
で
は
、福
祉
施
設
や
地
域
の
方
、保

育
園
児
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
、皆
さ
ん

「
わ
」を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。広
報

た
は
ら
に
は
、皆
さ
ん
か
ら
ご
感
想
・

ご
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
す
。紙

面
づ
く
り
で
も
、市
民
の
皆
さ
ん
と

の「
わ
」を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
声
を
お
届

け
く
だ
さ
い
。（
Ｍ
Ｔ
）

▼
大
学
や
専
門
学
校
の
あ
る
地
域
は

元
気
。若
い
学
生
が
、行
事
や
ア
ル
バ

イ
ト
で
地
域
に
入
っ
て
い
く
と
、そ

こ
に
は
自
然
と
活
気
が
生
ま
れ
ま

す
。近
隣
の
私
立
大
学
で
学
部
移
転

の
話
題
も
あ
る
こ
の
ご
ろ
。若
者
の

住
む
環
境
は
貴
重
で
す
ね
。（
Ｍ
Ｓ
）

【
表
紙
の
写
真
】田
原
福
祉
専
門
学
校　

学
園
祭
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